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令和６年度「チーム牛込仲之」スタート 

笑顔あふれる牛込仲之小学校を目指して 
校長 早藤 基代孝  

小学校生活へ期待に胸を膨らませた１年生５０名を迎え、
全校児童３３７名（１２学級）で６年度がスタートしました。
お子様のご入学・ご進級、おめでとうございます。 
さて、昨年５月に新型コロナウイルスが５類に移行したこ

とに伴い、ようやくコロナ前のような教育活動や行事が復活
し、昨年度は様々な行事等に保護者や地域の皆様にご来校い
ただくことができました。しかし、再開や復活した教育活動
や行事は、教師にとっても子供達にとっても、その多くが初
めての経験に等しかったため、コロナ前と同じようにはいか
ないことも多々ありました。 
そこで、本年度は昨年度の経験や反省を踏まえて、子供達の

「笑顔」をより多く引き出すための工夫や改善を行っていき
たいと思います。そして、保護者や地域の皆様から、より愛さ
れ、信頼される牛込仲之小学校となるよう、教職員一丸とな
って、全力で子供達の教育に当たっていきたいと思います。
本年度もご支援・ご協力の程をよろしくお願い申し上げます。 

 

本年度の学校教育目標は、 
 

○ 健康で明るい子          …［体］ 
○ よく考え、工夫してやりとげる子  …［知］ 
◎ 心やさしく思いやりのある子    …［徳］ 

 

です。これらのうち、本年度も３つ目の「心やさしく思いやり
のある子」を重点目標として、様々な取り組みを行っていき
たいと思います。 
コロナ渦の約３年間で、様々な制約から子供達は多くのス

トレスを受け、またマスク生活や友達同士のコミュニケーシ
ョン不足が長かったことによって対人関係への不安や苦手意
識をもった子が増えたように感じます。ですので、本年度は
昨年に引き続き、「協働で学び合う学習」や「主体的に考えて
行う活動」、「体験的な活動」などの機会を増やし、そのことに
よって、相手（友達、先生など）のよさに目を向けたり、人間
関係をより深めたりできるようにしていきたいと思います。
相手の気持ちを理解し、相手の立場に立って物事を考え行動
できるようになることで、「心やさしく思いやりのある子」の
目標が達成できると考えます。 
ご家庭や地域における子供達へのしつけや指導の場面にお

いても、学習や運動ばかりでなく、ぜひ「心の教育」の大切さ
も意識しながら、子供達への声掛けや励まし、賞賛をよろし
くお願いいたします。 

 

【お知らせ】 

新宿区立の全小学校（２９校）で、本年度より５・６年を中
心とした「教科担任制」がスタートします。この教科担任制に
よって、①教育の質の向上と学習内容の理解度・定着度の向
上、②小中学校間の円滑な接続、③複数教師による多面的な
児童理解、④教員の負担軽減 の４つの効果が期待され、全国
で始まっている取組です。本校でも、限られた教員数ではあ
りますが、これまで行ってきた音楽、図工、英語の専科授業
（講師含む）に加え、各学年２名の担任間の「教科交換授業」
等も導入し、様々な先生方から授業を受けられるようにして、
①～④のねらいの達成を目指していきたいと思います。 
実施学年や教科の担当等については、各学年だよりや第１

回保護者会（4/16火）でお知らせいたします。ご理解・ご協
力の程をよろしくお願いいたします。 
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